
2026年度 手稲渓仁会病院
外科専攻医プログラム
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キャリアパス

04

初期研修
Bas ic Training

救急・内科・外科を含む基礎的臨床能力の習得。医師としての土台作
り。

後期研修 (専攻医)
Advanced Tra ining

一般外科診療、術前術後管理、基本手術手技の習得。

外科専門医取得
Board Certi fication

外科医としての基盤確立。 第一のマイルストーン

関連病院派遣
Chief R esident

チーフレジデントとして多数の執刀経験（術者）を積み、実践力を高
める。

消化器外科専門医
Speciali st

高難度手術への対応力を証明。 プロフェッショナルの証

卒後1-2年

3-5年

5-6年目

6-7年

7-8年目〜

その後の展望 上部消化管 下部消化管

肝胆膵外科 ロボット・内視鏡

大学院・留学



➢病床数 660床，医師数 289名

➢3次救急指定病院，ドクターヘリ基地病院・救命救急センター３０床

➢豊富な症例数…年間手術件数9000件以上

手術室15室（ハイブリッド手術室1室） ，Davinci Xi（ロボット）2台配備

➢消化器外科は毎日並列で2-3列手術

膵臓・胆道・大腸：道内1位，食道・胃・肝臓：道内3位（2021年度）

➢当プログラムの研修で難しいこと

小児外科，移植外科に焦点を当てた研修

手稲渓仁会病院の特徴
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➢ 手稲渓仁会は救命救急センター、ドクターヘリ基地病院、地域がん診療連携

拠点病院、災害拠点病院に指定され、common diseaseから難治性癌、重症

外傷まで幅広い外科領域の専門的診療能力を習得することが出来ます。

➢ 最大の特徴は手術症例が豊富にあり、かつ専攻医の定員は４名と少なく、

専攻医が多数の手術を執刀出来ます。

手稲渓仁会病院 外科専門研修プログラム
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当院外科プログラムの３つのポイント

1. 自由度の高いプログラム

2. 充実した教育体制

3. メリハリのある勤務
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年度 研修病院

PGY3 手稲 消化器 手稲 消化器 手稲 胸部 手稲 胸部

PGY4 連携病院A 連携病院B 手稲 心外 自由選択

PGY5 自由選択 自由選択 自由選択 自由選択

手稲での必修期間（15ヶ月）

消化器外科：6〜9ヶ月
胸部外科：3〜6ヶ月

心臓血管外科：3ヶ月

救急・麻酔・消化器内科など他科の月単位の研修も可能

合計12ヶ月

連携病院は 最低3ヶ月×2=6ヶ月

選択は1コマ3ヶ月で、手稲と連携病院を自由選択

手稲渓仁会病院 外科専門研修プログラム
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研修施設群

北海道大学

勤医協中央

東徳州会留萌市立

余市協会

奥尻国保

総合南東北

一宮西

基幹病院

北海道大学病院 北海道札幌市

総合南東北病院 福島県郡山市

一宮西病院 愛知県一宮市

連携病院

札幌勤医協中央病院 北海道札幌市

札幌東徳洲会病院 北海道札幌市

余市協会病院 北海道余市町

留萌市立病院 北海道留萌市

奥尻町国保病院 北海道奥尻町

手稲渓仁会
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専門医 人数

消化器外科指導医 ８名

呼吸器外科専門医 ３名

心臓血管外科専門医 ５名

内視鏡外科技術認定医 ４名

肝胆膵外科高度技能指導医・専門医 ３名

食道外科専門医 １名

外傷専門医 １名

ロボット手術プロクター ５名

当院の指導体制

2022年 内視鏡技術認定医1名 2024年 肝胆膵高度技能専門医 1名 合格
2025年 内視鏡技術認定医・肝胆膵高度技能専門医 1名ずつ 合格
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全症例 1511例

定期手術 1058 例

緊急・臨時手術 453 例

疾患 全症例 1511例

肺疾患 179 例

縦隔・甲状腺・その他 47 例

乳腺腫瘍 74 例

食道疾患 72 例

胃腫瘍 61 例

大腸・小腸腫瘍 374 例

肝・胆・膵腫瘍 125 例

鼠径ヘルニア・その他 162 例

胆石/胆嚢炎 182 例

虫垂炎 91 例

外傷 13 例

臨時手術割合 30%

消化器＋胸部外科手術症例

手術症例数 (2024年度)

全症例 1511例

開腹・開胸手術 477 例

腹腔鏡・胸腔鏡手術 834 例

ロボット手術 200 例
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年次 出身 研修先 当院執刀数

3年目 当院研修医 胸外 3M （関連施設 9M） 13 例

3年目 勤医協中央病院 胸外 9M （関連施設 3M） 50 例

3年目 当院研修医 消外 9M （関連施設 3M） 97 例

2年目 三重大学 （関連施設 12M） -

2年目 浦添総合病院 （関連施設 12M） -

1年目 当院研修医 消外 9M 91 例

1年目 当院研修医 消外 3M 心外 6M 20 例

専攻医の執刀数2025年(1-12月)

4月から新たに3人の専攻医が修練開始
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年次 研修 執刀数 研修後

2024年度卒 消外24M 胸外3M 心外3M 257例 消化器外科

2023年度卒 消外17M 胸外3M 心外3M 消内3M 177例 消化器外科

2022年度卒 消外18M 胸外3M 心外3M 177例 消化器外科

2022年度卒 消外17M 胸外3M 心外3M ICU1M 194例 消化器外科

2022年度卒 消外6M 胸外15M 心外3M 138例 胸部外科

３年間の専攻医執刀数

さらに
連携病院で50例
以上の執刀

外科専門医必要経験数
手術件数：350例
術者 ：120例以上

３年間で手術経験数500例以上，執刀数は200例以上を見込む

２年間で外科専門医の条件をクリアし，3年目にはサブスペシャリティーの研修へ
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PICC・CV挿入
＠放射線科

標本切り出し・診断
＠病理診断科

院外トレーニングセンターで
腹腔鏡手術の練習
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院内の手術映像記録・配信システム

ラパスタを使用した
腹腔鏡トレーニング
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＜働き方改革＞
➢ 週1日の休みの義務化

➢ 毎月の勤務時間データを解析し代休の提案

＜執刀手術のデータ解析＞
➢ 2ヶ月に1度、スタッフミーティングで若手の執刀症例や技術の評価

燃え尽き防止と自習時間の獲得に配慮

バランスの取れた経験ができるよう調整
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消化器外科１週間のスケジュール

月 火 水 木 金 土日

7:30-8:30 病棟カンファ 食道カンファ
抄読会

学会予行など
術前カンファ （勉強会）

8:30-9:00 （ICUカンファレンス） （回診）
当直・2nd

のみ9:00-12:00 手術 or 回診

12:00-17:00 手術 or 自主学習

17:00-18:00 病棟カンファ
内科・外科
合同カンファ

※当直は月3回 （当直明けは午前中に帰宅）

土日は当直、2nd以外お休み（土日当直・2ndは1回ずつ）
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専攻医3年目執刀

専攻医1年目カメラ持ち

腹腔鏡下S状結腸切除

指導医

充実した指導体制

豊富な施設設備
圧倒的な症例数

➢ 手術室全１５室（ハイブリッド手術室1室） 

➢ DaVinci（ロボット） 2台完備
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